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私たちの未来は、今日から始まる    “Our Future Begins Today”   

ワイズ運動を、尊重しよう             “Respect Y’s Movement” 

ワイズ魂で、更なるワイズの活性化を   

                                 “Energizing Y’s Men’s Club with the Y’s spirit!” 

子供たちの未来のために さ始めよう ワイズの叡智と行動で   

前に向かって！  “For The Future!” 
聖  

句 

プリンスクラブと子供たちの未来  

会長主題 

今月の例会は、第一例

会も第二例会も京都部

部会の準備例会として

開催されます。部会を

成功させるために、全員

出席で、例会に挑んで

ください。 

３日(水) 通常例会 

１７日(水) 通常例会  

 

８月 例会案内 

例会出席 

７月第一例会   １４名 

７月第二例会   １０名 

在籍者数     １５名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手         pt 

現 金           円 

累 計        0円 

            円 

                      

 

累 計             0円 

７月第一例会     0円 

７月第二例会      0円 

累 計          0円 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 今期のスタート京都YMCAサバエ教育キャンプ場の開設ワークから

プリンスクラブは始動しました。第一例会としてすっかり定着したようで、たくさんのメン

バーが参加。真夏を思わせる暑い日となりましたが、よく働きました。年を追うごとにワー

クがきつくなっているのは、ワーク内容が増えているのではなく、確実に体力が落ちてきて

いるからなのでしょう。しかし子供たちの歓声と笑い顔を思うと、ついオーバーワークに

なってしまいます。今年初めてサバエに来たリーダーが、「すごい、ワイズのワークってこ

れなんですね、ありがとうございます」と感謝の言葉をくれました。 
 今期部長として活動していますが、プリンスクラブのメンバーには部会のために、いろい

ろご負担をお掛けしていること、心から申し訳なく思っています。どうかこのホスト役が

「やってよかった」となりますように願っています。9月11日の部会当日は朝から京都部第二

回評議会、午後1時から北京都フロンティアクラブのチャーターナイトとあり、お手伝いがで

きません。お許しください。 
 １年前、部長を受けると決まった時、覚悟はしていたものの、予想以上にあれこれ用事が多

いのに戸惑っています。西日本区の準備役員会や研修会、役員会など1泊2日の会も増えまし

た。今はワイズの用事からカレンダーを埋めています。しかしこの中で本当に貴重な体験を

している事もあります。多くの友人もできました。多くの人と語り合う機会が増えました。 
 自分の視野が広くなった気がします。ホームクラブだけでなく、他を知ることはなにより

大切と感じるようになりました。この経験をしっかりクラブに持ち帰りますので、今しばら

くお時間をくださいますようお願いいたします。 
 先日西日本区役員会へ向かう電車の中でこんな出来事に遭遇しました。立っている人が多

い中，駅に停まり席が２つ空き、お母さんと2人の小さな子供が乗ってきました。子供たちは

空いている席を見つけて人をかき分け座りました。足をバタバタさせ、2人で戯れています。

そのときお母さんが2人の手を取り立たせて「すみません」といって2人をつれて離れたドア

のところで小さな声で注意されていました。お母さんの前にはもう一人ちいさな子供が抱か

れていました。2つの空いた席はしばらくはそのままでしたが、いつしかスマホの若者で埋め

られていました。 
 最近地下鉄をよく利用しますが現代の麻薬「スマホ」に占領されています。マナーは決し

て良くありません。車内放送でマナー向上をいわれても届きません。このような社会、子供

たちにはどう見えているのでしょうか。プリンス祇園警備隊に更なる任務をお願いします。 
 私たちは若い世代へもっと語りましょう。責任と希望についてを。ワイズとYMCAの出番

です。 

京都部部長  廣井 武司  

すべての人との平和を、また聖なる生活を追い求めなさい。  

ヘブライ人への手紙 12章14節 

Youth Activities 



２０１6/７/３ 

Ｙサ委員長 斉藤 謙治 

二期連続蒔田会長期スタートのサバエワーク。心配され

た雨も降らず８時３０分集合、５０分廣井部長の挨拶でミー

ティング開始。パレスクラブからのバーベキューコンロの贈呈

式も有りプログラムは進行、今年はリトセンのワークと日程が重

なり本日参加のクラブが３クラブとリーダーＯＢ、現役リーダーの

みで、少々静かなワークが始まりました。 

プリンスクラブは蒔田会長以下ワイズ１０名今西コメット２名の

計１２名の参加です。初参加の澤田ワイズと今西ワイズ以外は手

慣れたワークですので、プリンス担当の野外炊事場のメンテナンス

及び清掃、シャワー棟を含めた周辺一帯の草刈に、会長挨拶の 後、

２チームに分かれて直ちに作業開始。カマドも昨年リペアされた状態が保た

れて居り修理技術を自画自賛。１０時には、熱中症が心配なので水分補給

の為休憩。作業工程をチェツクした後、仕上げに向かってワーク再スター

ト。 

ノルマのワークが終了間際、松クイ虫で枯れた松の木の伐栽に着手、Ｙ

ＭＣＡ備品のチェーンソーの調子が悪く、三村ワイズが手ノコで切断、倒し

た後は全員で斧等で運べる大きさまでカット。 

昼食は恒例の三色カレー、労働後のカレーの美味な事、調理担当女性

リーダーに感謝。 

午後は軽トラックで浜までマーキーテント運搬と設置をリーダーと共同作

業。午後２時には全員事故もなくワーク完了。本日のワークで感動を頂いた

事は今西コメット２名の男の子が、お父さんの指示で刈り取った草を集め、

一輪車に積み込む作業をワーク（遊びではなく）として黙々と汗を流してい

た事です。 

朝早くからご参加のメンバーの皆様ご苦労様でした。 

7月第一例会   サバエワーク                           

 サバエワークに参加してくれた、今西コメットの快くんと伶くん。 

芝を刈ったり、運んだりと大活躍してくれたお二人から本日の感想をうかが

いました。どうもお疲れさまでした。来年もまた参加してね。 

 

快くん（8才） 

芝刈り楽しかった。 

トラックの荷台で運ぶのが楽しかった。 

カレーライスがおいしかった。 

 

伶くん（5才） 

ヒゲのおじさんとの松ぼっくり投げが楽しかった！ 

トラックに乗るのが楽しかった！ 

 ７月のサンライズは特に目立った活動はありませんでした。

ただ、２０１９年に区大会を引き受けようかという動きが出て

います。無謀にもチャーター５年目(１９９４年)に第１回東副区大会をホストした時に、まぐれで成功

したことに味を占め、今回はその時より２３も歳を取ったことを忘れてホストしようかとうごめいてい

ます。うまく行くといいのですが、年末までに正式に決めたいと思っています。その時はよろしくお願

い致します。  



２０１6/7/20 

森 伸二郎 

 今期が初まって２回目の例会ではありますが、実質的には Kick Off 例会

なのです。今期の事業委員会の活動計画案を検討し、予算案がそれに即

したものかを審議して策定します。 

 メンバーが多かった以前は、一年で最も緊張する例会でもありましたが、

昨今は何となくその緊張が失われつつある様に思えてなりません。私は、前

期書記から今期副会長へと三役のお役目が継続します。前期の事業報告

書作成と今期の書記への引継ぎなどで、てんてこ舞い。ついつい「まぁ～こ

れでいいやん！」と手抜きになったり、忘れていて直前になってその場繕い

で済ませたり。でも誰からもお叱りの声は聞こえません。「こんなことでいい

かなぁ」と思いつつも、「これしか出来ないんだからと」と、自分を納得させて

います。メンバーが少なくなってしまった今、以前に比べてクラブ運営が

ルーズになってゆくのを感じているのですが・・・。 

 今期は、京都部部会のホスト、そして設立３０周年と大きな事業を控えて

の定時総会。事業計画案の検討、そして重要な予算案の審議も足早に済

ませてしまい、目前に迫った部会の準備に、例会の時間が費やされ、実の

ところ皆が気づいている大きな宿題を後回しにして Kick Off 例会は、終了

となりました。まぁ、部会が済んだらじっくりと宿題をしましょうかね。 

７月第二例会    定時総会                      

団塊の世代の最後の年、昭和25年3月生まれの66歳です。生まれは、京都府八幡

市です。中学までは、八幡市で過ごし、京都の大谷高校、大阪産業大学工学部機

械工学科へ進学、卒業しました。 

中学は、かの有名な男山中学、通称“おっちゅう”です。その当時学校は、世間のご

多聞にもれず荒れに荒れていました。毎日報道各社が入り浸りでした。その中でも

少しはまじめな生徒の一人でした。大谷高校時代は、陸上の走り幅跳びが好きでク

ラブに入り5m70cm以上を目座して練習の日々が続きました。100m走でも12秒を切

れるかという位の記録を出して頑張っていました。そんな中、高校２年生の春、校内のソフトボール大会

の練習中に、その後一切のスポーツから撤退しなければならないような左足の膝の中の複雑骨折という

大けがをしてしまいました。もし骨折していなければ有名な陸上アスリートになっていたかも？これは、冗

談です。 

大学進学後は、高3から友人と始めたバンド活動にはまり、当時のグループサウンドブームに乗って、

祇園のデルタ、岡崎のナイト＆デイなどで演奏、ヤマハライトミュージックコンテストにも出演し入賞もしま

した。デルタで出会ったアメリカ人慶應義塾大学教授の子女との出会いから、小田原にあるLIOJという

英語専門教育機関に短期留学することとなりました。そこで出会った先生や友人が今の自身の人生を

大きく決定づけています。このLIOJを通じて妻と出会い結婚し、仕事も妻の実家の家業を継ぐこととなっ

たのですから。機械工具販売、(株)島津製作所様との取引をメインとする仕事に励みながら、四人の子

供に恵まれ充実した生活を送っています。 

さて私がプリンスクラブに入会したのが、1986年12月7日プリンスクラブの記念すべきチャ－ターナイト

のその日です。パレスクラブ三番目の子クラブとして誕生したプリンスクラブ、キーメンバー11名含め総

勢28名での船出でした。30年前ですから勿論全メンバー“ばりばりの若者”の集団です。各メンバーに

はやんちゃな子供たちがたくさんいる状況でしたし、プリンスクラブはファミリーを大切にするクラブで、そ

のモットーは設立当時から「未来の子供たちの為に我々ができること」でした。その思いは今も変わら

ず、今期の廣井京都部長のテーマに引き継がれています。私もチャーターメンバーとして、設立時から

のプリンスの想いを大切に、ワイズライフを楽しみつつ、今期京都部メネット主査としても、ワイズ活動に

尽力していきたいと思っています。 

プリンスクラブ・メンバー紹介                    西村 博 （にしむら ひろし） 



１．熊本地震復興支援ボランティア派遣        

このたびの熊本地震では、益城町や阿蘇市地域で大き 

な被害を受け今でも多くの方が避難所での生活を送っ 

ておられます。熊本ＹＭＣＡでは震災直後より益城町 

や御船町での避難所での運営や阿蘇でのボランティア 

の受け入れなどを通じて避難者支援を行っています。 

京都ＹＭＣＡでは、阿蘇地域で熊本ＹＭＣＡが行って 

いる被災者支援プログラムに京都からボランティアを 

派遣し、被害の大きかった阿蘇地域での被災者支援を 

行うことといたしました。 

下記の要項をご確認いただき、ご参加ください。 

 

＜日  程＞ 

８月19日(金)午後８時発～８月22日(月)朝着 

現地受入先： 熊本ＹＭＣＡ 

交通手段：京都―熊本間の往復とも近鉄高速バス 

「あそ☆くま号」（４列リクライニングシート、トイレ付） 

※現地での移動はレンタカーを使います。 

＜現地での作業内容＞  

益城町、三船町、阿蘇地域での家屋の片付け、清掃もしく 

は避難所での避難者支援活動等熊本ＹＭＣＡのアレンジ 

で行います。 

※立ち入り規制のあるところでの作業は行いません。 

＜宿 泊＞ 

ＹＭＣＡ阿蘇キャンプ場 熊本県阿蘇市車帰３５８ 

ロッジで宿泊します。男女別の相部屋です。お風呂もあり 

ます。 

＜参加費＞ 

７,０００円 （大学生は５,０００円） 

ボランティア保険代は別です。 

（含まれるもの：集合解散場所から現地まで及び現地での 

交通費、宿泊費、20日の夕食、21日の朝食・昼食） 

※２０日の朝食・昼食、２１日の夕食及びボランティア保険 

料、その他個人的経費は別途個人負担となります。 

このボランティアはＹＭＣＡ熊本地震緊急支援募金を用い 

て行う被災者支援事業です。 

＜募集人数及び参加条件＞ 

募集人数１５名 

・現地でのワークが可能な男女  

・団体行動のできること 

・１８歳以上 （未成年は保護者の承諾があること）              

・災害対応型ボランティア保険に加入していること。（出発

までにお近くの社会福祉協議会等でお申込みください。） 

＜お申込み＞ 

氏名、住所、年齢、性別、連絡先電話番号を記載しファッ

クスにてお申込み下さい。 

※団体行動がとれない方及びＹＭＣＡの指示に従えない方

はお断りすることがあります。 

＜締め切り＞ 

８月９日（月）。※定員になり次第締め切ります。 

＜事前オリエンテーション＞ 

参加者には持ち物や現地での注意事項などをご説明する

事前オリエンテーションを８月１７日（水）午後７時より行い

ます。 

原則参加していただくことが条件ですが、遠隔地や仕事の

都合で無理な方はその旨お申し出ください。 

＜問い合わせ＞ 

京都ＹＭＣＡ本部 （TEL）075-231-4388 

(e-Mail）kyoto@ymcajapan.org 

 

報告事項 

●青い空と白い雲キャンプのTシャツは、当

日お渡しします。 

●West Oahu来日は、９月７日から１６日ま

でです。１０日に歓迎会開催の予定 

●部会でのドレスコードは、白長袖シャツに

蝶ネクタイ、黒っぽいズボン。メネットは、ド

レスコードを求めない。 

 

承認された事項 

●承認事項は、ありません 

 

  該当者なし  

9月の京都部会のアピールの

ために、2クラブの例会にお

邪魔しましたが、プリンス

クラブとの違いにびっく

り。クラブによって文化は

違うものだなぁと感じまし

た。広報を通して、プリン

スらしさ、みたいなものを

出していきたいと思いま

す。 

 ３日(水) 第一例会    

   18:00  グランドプリンスホテル                

１７日(水) 第二例会  

   18:00  グランドプリンスホテル 

２０日(土)～２１日(日) 

     青い空と白い雲のキャンプ 

     サバエキャンプ場 

３１日(水) 役員会 

   19:00 京都ＹＭＣＡ 

 

部会準備等で担当部門ごとに臨時集合

を何度かお願することがあります。   


